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たこ焼き屋のお父さんが
認知症になった
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光りなき者
　　　　とともに

　「光りなき者とともに」と題する一書を出だす。もともとは『福祉のひろば』に、父恂臧の伝
記を発端として、この私の略伝にたえるものを2011年４月から2014年５月掲載にある。いま、
これを一冊とするに当たり、父に千葉高等園芸学校の入学、同校での父の倫理学講座等
聴講して以来、父の浪速少年院就任以後、父と少年院教官として勤務され、その後も長く
少年院教育に当たられた千田光郎氏から、父への「思い出」と題する400字詰の原稿用
紙三冊分の原稿を父の死後、一九七六年に執筆されて、私に託されたものを読者の便宜
上、これと父・第一部に続く第二部とし、私に関する部分を第三部とした。
　第一部・第二部は、戦前1923年の少年法、矯正院法により、多摩・浪速二つの少年院が
設けられた。父に浪速を任されたが、父の思うようにしていいという一札で、父の精魂を傾
けてのわが国最初の大正デモクラシー熱のこもった有機的、組織的、人間的な非行少年
教育が始まった。父の口癖は、「少年院は司法省の下にはあるが、刑務所いわんや旧時の
監獄などでは断じてない」であった。
　第二部を読むと、当時の少年院の風物・院生や教職員諸氏の行動、殊に千田氏が力を
入れられた園芸部の情景、官舎の私たちの生活、家と家とが昨日の事のように眼前に髣
髴とするのを覚える。記して氏は故人とならんに千田光郎氏と記事の印刷を快く許された
氏のご遺族に感謝したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小川政亮）

小 川 政 亮 著

定価4,400円＋税（送料込）※一般書店では扱っていません
ご注文は「福祉のひろば」まで。オンライン購入サイトでもご購入いただけます。

➡http://www.sosyaken.jp/hiroba

恂臧・政亮　父子二代の記
じゅんぞう まさあき
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当研究所会員は割引あり

特集１　子ども・若者の貧困と社会保障の貧困
若者問題と社会福祉実践の課題──貧困化と孤立に対峙する実践を求めて   …山本耕平
若者支援実践におけるピアスタッフの実践的価値
　　　　　　──ピアスタッフのゆらぎに焦点を当てて ………………………岡部　茜
若者支援政策の変遷とその課題 ……………………………………………………南出吉祥
韓国の若者運動──対象から主体に ………………………………………………姜　乃榮
スクールソーシャルワーカーからみた子どもの貧困と学校 ……………………岩田美香
特集２　社会福祉に問われる今（第19回合宿研究会） 

オーストラリア・ビクトリア州における犯罪をした人の
社会復帰支援のための司法と福祉の連携の現状 …………………………………森久智江
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第45号 発刊しました！

海外福祉情報

2015年度　
　第28回社会科学･社会福祉基礎講座
　社会福祉をめぐる大きな変化をどうとらえるのか、福祉の仕事を進めるうえで何
が求められるのか──社会福祉を科学的に、一緒に学び､ 考え､ 交流しませんか。
　「知はちから」──ともに学んで、福祉の未来を切りひらきましょう！
※詳細は下記までお問合せください。

コマ 日程 テーマ 講師

１ ６月13日 入門講座　社会福祉とは何か 加美　嘉史氏

２
６月27日

〝そもそも〟社会保障とは 唐鎌　直義氏

３ 労働者の権利と社会保障運動 中島　正雄氏

４
７月11日

社会福祉の歴史に学び、未来を見つめる 永岡　正己氏

５ 科学的なものの見方、考え方 中田　　進氏

６ ７月18日 地域見学：釜ヶ崎から社会保障・社会福祉を考える ありむら潜氏

７ ８月８日 ゼミ：格差社会の中の社会保障を考える 北垣　智基氏

８
10月10日

日本社会とジェンダー平等 石川　康宏氏

９ 貧困は自己責任か──生活保護制度を活かそう！ 松崎　喜良氏

10
10月24日

発達保障と福祉労働──コミュニケーション労働の視点から 二宮　厚美氏

11 福祉・介護に求められる生活アセスメント 村上　武敏氏

12
11月14日

福祉に働き・学ぶ人たちへ──障害者の親の立場から 播本　裕子氏

13 地域に根ざした活動を展開するために 志藤　修史氏

14 11月28日 ゼミ：福祉労働を考える 植田　　章氏

15 12月12日 これからの社会福祉 石倉　康次氏

■ 開催日はすべて土曜日。時間はおもに13時30分～18時10分。（地域見学等時間が異な
る日もあります）

■会　場　国労南近畿会館（ＪＲ天王寺駅徒歩5分）
■受講料　【全講座通し受講の場合】当研究所個人会員30,000円、一般40,000円
　　　　　【前期または後期のみ受講の場合】当研究所個人会員20,000円、一般25,000円
■定　員　30名

主催（お問合せ・申込先）　総合社会福祉研究所
〒543-0055　大阪市天王寺区悲田院町8-12　TEL06-6779-4894　FAX06-6779-4895

http://www.sosyaken.jp　E-mail:mail@sosyaken.jp
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たこ焼き屋のお父さんが
認知症になった

　

　大阪市西成区花
はなぞの

園町の商店街で50年つづくたこ焼き屋「一
い ち ふ く

富久」。「無愛想やけど、焼き加
減が絶妙！」と有名だった店主の岡

おかお

尾文
ふみはち

八さんは、６年ほど前から認知症の症状がではじめま
した。いまは車いすでの生活となり、認知症対応型のデイサービスを利用しながら家族と生活
しています。お店はお母さん（文八さんの妻）、息子さん、娘さんが守っています。



　浴槽をつくる職人だった文八さんは、結婚を機にもともとお母さんが働いていた「一富久」を
一緒にやっていくことに。かつおだしの効いたたこ焼きの味もさることながら、黙々とたこ焼き
を焼く文八さんと、サービス＆愛

あいきょう

嬌たっぷりのお母さんのお店は、地域に根づき、新聞や雑誌に
もとりあげられる名店になりました。



（写真下：お客さんが撮ってくれたという写真をお借りしました。左が文八さん、その隣は息子さん）

　「
平
日
の
夜
は
ヒ
マ
や
か
ら
～
！
」と
聞
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、ひ
っ

き
り
な
し
に
お
客
さ
ん
が
き
て
、
店
内
の
カ
ウ
ン
タ
ー
も
お
持
ち
帰
り
も
、
人
が
途

切
れ
ま
せ
ん
。「
お
父
さ
ん
元
気
に
し
て
る
？
」
と
心
配
し
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
も
た

く
さ
ん
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
。「
お
父
さ
ん
の
ほ
う
が
焼
く
の
う
ま
か
っ
た
か
ら
ね
。

ガ
ン
コ
で
愛
想
な
い
け
ど
、
器
用
や
っ
た
か
ら
。
お
客
さ
ん
か
ら
も
お
父
さ
ん
の
た

こ
焼
き
が
食
べ
た
い
わ
～
っ
て
言
わ
れ
ま
す
ね
ん
」
と
お
母
さ
ん
。

現在の「一富久」

13年前の「一富久」



　文八さんが利用する認知症デイサービス「ひなたぼっこ」は、「お店もあってたいへんやけど、
どうしてもお父さんは家でみたい」というご家族の思いに寄り添い、一緒に文八さんとご家族
の生活を支えています。「ひなたぼっこ」には、学生時代に文八さんのたこ焼きを食べて育っ
た職員もいます。
　認知症になっても、住み慣れた地域で、家族と一緒に暮らしたい。今号の特集では、岡尾さ
ん一家の日常から、認知症ケアのあり方を考えたいと思います。� （写真・文　申佳弥）
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認知症があっても
安心して暮らせる社会へ
　

公益社団法人　認知症の人と家族の会副代表　勝
かつだ

田登
と し こ

志子さん 

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
（
以
下
、
家
族
の
会
）
は
、
当
事
者
視
点
か
ら
の
介
護
保
険
へ
の
提
言
や
、
社
会

保
障
審
議
会
で
の
発
信
、
各
地
で
の
意
見
書
や
要
望
書
の
提
出
な
ど
、
地
域
の
団
体
と
も
共
同
し
な
が
ら
、
認

知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
ひ
ろ
め
た
い
、
と
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。「
在
宅
介
護
か
ら
社
会
介
護
へ
」

と
運
動
を
進
め
て
き
て
、
二
〇
〇
〇
年
に
介
護
保
険
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
七
年
、
従
来
の
要
望

中
心
の
活
動
か
ら
提
案
型
に
き
り
か
え
、「
提
言
・
私
た
ち
が
期
待
す
る
介
護
保
険
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ

の
内
容
は
、
①
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
制
度
、
②
誰
に
も
わ
か

り
や
す
い
簡
潔
な
制
度
、
③
貴
重
な
財
源
を
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に
有
効
に
活
用
で
き
る
制
度
、
④

必
要
な
財
源
が
政
府
・
自
治
体
の
公
的
な
責
任
に
お
い
て
確
保
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
、
当
事
者
の
立
場
か
ら
求

め
、
発
信
し
続
け
て
い
る
の
で
す
。

家
族
の
会
は
、
一
九
八
〇
年
に
設
立
し
、
今
年
三
五
周
年
を
む
か
え
ま
し
た
。
現
在
、
会
員
は
一
万
二
〇
〇

〇
人
と
な
り
、
全
都
道
府
県
に
支
部
が
あ
り
ま
す
。
会
の
活
動
の
三
本
柱
は
、
本
人
や
介
護
家
族
が
集
ま
り
、

話
し
合
い
、
学
び
合
う
「
つ
ど
い
」
や
、
困
っ
た
と
き
や
つ
ら
い
と
き
の
「
電
話
相
談
」、
そ
し
て
情
報
の
共

有
や
会
員
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
の
「
会
報
」
の
発
行
で
す
。

い
ま
や
、「
つ
ど
い
」
は
年
間
三
五
〇
〇
回
、日
本
の
ど
こ
か
で
毎
日
九
回
以
上
開
催
さ
れ
て
い
る
計
算
で
す
。

そ
の
発
展
し
た
か
た
ち
で
あ
る
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
の
と
り
く
み
も
、
み
ん
な
の
居
場
所
と
し
て
ひ
ろ
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
電
話
相
談
は
年
間
二
万
件
以
上
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
部
会
報
の
発
行
数
は
毎
月
二
万
部
を
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かつだ　としこ
1944年、富山県中

なかにいかわ

新川郡上
かみいちまち

市町に生まれる。1982年に公益社団法
人認知症の人と家族の会富山県支部を設立し、事務局長をつとめ、
1986年に家族の会本部理事となる。現在は、本部副代表理事・常
任理事。
1993年から認知症の義父の介護を、2000年には義母、実母が認知
症となり、二人の介護を経験。家族の会の先輩たちのアドバイス
が参考になった。2006年より、厚生労働省社会保障審議会介護給
付費分科会・介護保険部会委員をつとめている。

超
え
、
各
支
部
で
も
そ
れ
ぞ
れ
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
啓
発
活
動
も
、
毎
年
九
月
二
一
日
の
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
、
全
国
で
街
頭
活
動
、
講
演
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
四
月
一
四
日
か
ら
二
二
日
に
か
け
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
た
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

国
際
会
議
に
、
認
知
症
の
本
人
三
人
を
ふ
く
む
一
三
人
で
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
介
護
歴
一
二
年
の

松
島
恵
子
さ
ん
が
「
介
護
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
賞
は
、
国
際
会
議
で
今
年
は
じ
め
て
設
け
ら
れ
た

賞
で
す
。
松
島
さ
ん
は
、
つ
れ
あ
い
が
発
症
し
て
一
一
年
間
、
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
昨
年
、
家
族
の
会
が
は
じ
め
て
お
こ
な
っ
た
「
安
心
で
き
る
介
護
保
険
を
求
め
て
」
の
署
名
活
動

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
公
表
し
た
の
で
す
。
近
所
の
家
を
訪
問
し
な
が
ら
、
つ
れ
あ
い
が
認
知
症
で
あ
る
こ
と

や
、
介
護
保
険
が
使
い
づ
ら
く
な
る
こ
と
な
ど
を
訴
え
、
夫
婦
で
三
〇
〇
筆
以
上
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
近
所
の
人
た
ち
か
ら
、
ダ
ン
ス
や
太
鼓
教
室
に
誘
っ
て
も
ら
っ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

世
界
で
は
四
五
〇
〇
万
人
の
認
知
症
患
者
が
お
り
、
八
四
か
国
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
に
加
盟
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
公
表
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
大
き
な
壁
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
、

松
島
さ
ん
が
認
知
症
を
公
表
し
た
こ
と
で
、
本
人
も
家
族
も
と
て
も
明
る
く
な
っ
た
こ
と
や
、
積
極
的
に
社
会

と
の
か
か
わ
り
を
も
つ
こ
と
で
、
認
知
症
が
あ
っ
て
も
地
域
の
な
か
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
と

自
ら
発
信
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
受
賞
の
理
由
と
な
り
ま
し
た
。
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今
号
の
特
集
は
、
認
知
症
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
、
大
阪
市
西
成
区
で
暮
ら
す
た
こ
焼
き
屋
の
お
父

さ
ん
こ
と
岡お

か
お尾

文ふ
み
は
ち八

さ
ん
と
そ
の
家
族
、
そ
し
て
、
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
方
々
に
登
場
し
て
も
ら
っ
て
、『
福
祉
の
ひ
ろ
ば
』
と
し

て
の
「
認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
」
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
今
年
一

月
二
七
日
に
国
が
打
ち
出
し
た
「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
で
す
。

こ
の
プ
ラ
ン
で
は
、「
二
〇
二
五
年
に
は
認
知
症
の
人
は
約
七
〇
〇
万
人
前
後
と
な
り
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る
割
合
は
、

現
状
の
約
七
人
に
一
人
か
ら
約
五
人
に
一
人
に
上
昇
す
る
見
込
み
と
の
結
果
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
認
知
症
の
人
を
単
に
支
え
ら
れ
る

側
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
認
知
症
の
人
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
認
知
症
の
人
が
認
知
症
と
と
も
に
よ
り
よ
く
生
き
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。（
中
略
）
全
国
的
な
公
的
介
護
保
険
制
度
の
下
、
重
度
な
要
介
護

状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・
介
護

予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
す
中
で
、
社
会
を
挙
げ
た
と
り
く
み

の
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
認
知
症
の
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
良

い
環
境
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現
す
べ
く
、
今
般
、『
認
知
症
施
策
推
進
五
カ
年
計
画
』（
オ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
）
を
改
め
、
新
た
に
『
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
～
認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
～
』（
新
オ
レ
ン

た
こ
焼
き
屋
の
お
父
さ
ん
が
認
知
症
に
な
っ
た

特集


